
３２１

ひ
が
ん

３
月
１８
日
か
ら
春
の
彼
岸
に
入
り

ま
す
。
２１
日
が
彼
岸
の
中
日
で
、
２４

日
が
彼
岸
明
け
に
な
り
ま
す
。

し
が
ん

こ
の
世
を
此
岸
と
い
い
、
彼
岸
は

あ
の
世
の
こ
と
で
、
ご
先
祖
様
の
供

養
を
す
る
日
で
す
。

仏
様
に
、
春
は
ぼ
た
餅
、
秋
は
お

は
ぎ萩
を
供
え
ま
す
。

彼
岸
の
頃
に
な
る
と
寒
暑
と
も
に

峠
を
越
し
、
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
」
と
言
わ
れ
、
し
の
ぎ
や
す
く
な

り
ま
す
。

七
十
二
候
は
、
「
啓
蟄
」
の
三
候

な
む
し

で
、
「
菜
虫
、
蝶
と
な
る
」
で
す
。

菜
に
つ
く
青
虫
が
、
羽
化
し
て
紋
白

蝶
に
な
る
時
期
と
い
う
こ
と
で
す
。

早
い
も
の
で
、
次
週
は
「
春
分
」

に
な
り
ま
す
。

一
茶
の
句
は
、
蝶
の
句
で
す
が
、

一
茶
は
蝶
の
句
を
、
こ
と
の
ほ
か
多

く
詠
っ
て
い
ま
す
。

一
茶
の
頃
も
、
世
の
中
、
忙
し
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
蝶
の
暮
ら
し

も
忙
し
そ
う
だ
、
と
詠
っ
て
い
ま

す
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

早春なのに、遠目には早くも黄緑色の若葉が芽
吹いたのかと思うほど色鮮やかで、形の美しい野
蚕の一種であるウスタビガの繭を雁田山で発見。
カエデの葉を食草として成長したようですが、

繭は既に空屋だったり、ずっしりと重いものもあ
ります。重い繭の秘密は今後のお楽しみに…。

菜虫化蝶（３月１６日～３月２０日）

・３月１８日 彼岸入り

３月19日

二
十
九

３月18日

二
十
八

３月17日

二
十
七

３月16日

二
十
六

３月15日

二
十
五

３月14日

二
十
四

３月13日

二
十
三

「
ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
繭
」

北信ローカル ３月１３日号掲載

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）

⑥

【
七
十
二
候
】

世
の
中
や
蝶
の
く
ら
し
も
い
そ
が
し
き一

茶
（
七
番
日
記
）


